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12. 水稲の耐倒伏性関連形質の QTL解析

〔要約〕イ ンデイカ ・ジャポニカ交配後代の半数体倍加 (DH)系統の押し倒し抵抗値、地上部形態形

質、根系形態形質など耐倒伏性に関係する形質の量的形質遺伝子座 (QTL)はそれぞれ複数の染色体上

に散在し、押し倒し抵抗値では QTLは第 7, 8染色体上に存在する。
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［背景・ねらい］

インデイカとジャポニカが交互に作付けされる中国江南地方の二期作において、倒伏はこぼれ種によ っ

て次作に重大な影響を与える。さらに近年では、産業構造の変化によって直播栽培が急速に広まってお

り、こ ろび型倒伏の発生が問題となっている。このため、地上部形質のみな らず根系も含めて耐倒伏性

の機作を解明し、耐倒伏性品種を育成することが求められている。そこで、インデイカ ・ジャポニカ交

配 （窄葉青 8号 ／京系 17)後代の DH系統 （供試系統数 l27)を用いて、押し倒し抵抗値や根系形態など

耐倒伏性に関連する形質の QTL解析を行う 。

［成果の概要•特徴］

l. 倒伏程度との相関は、程長、 重心高、地上部重、地上部モーメントの地上部形質、次いで地上部重で

除した押し倒し抵抗値、 TR率が強く 、根系形態及び根活性は弱い。押し倒し抵抗値との相関は到穂日

数＞地上部形質＞根系形質の順に強い。（表 I)

2. 倒伏程度の QTLは第 2,6染色体上にあり 、第 6染色体上の QTLはTR率の QTLの一つと同じ位置

である （表 2、図 l)。

3. 稗長の QTLは第 4, 8, 10, 12染色体、重心高の QTLは第 4, 8, 9, LO染色体上にあり 、第 4, 8, 

LO染色体上の QTLは両者が同じ位置である。他の形質 （根系形態、根活性、 押 し倒し抵抗値、倒伏指

数、到穂日数、地上部形態）も各々複数の QTLが複数の染色体上に散在する。（表 2、図 l)

4. これらの QTLを、各形質と倒伏程度との相関係数の正負号と各 QTLのAdditiveEffectの正負号によ

り、耐倒伏性を増加させる QTLと減少させる QTLに分頬すると 、ゲノム上で分布が鮮明に分かれる。

増加させるQTLは第3,5,6,7染色体上、減少させるQTLは第1,2,4,8,9,JO, 12染色体上に偏在する。（屈11)

［成果の活用面・留意点］

L 得 られた情報に基づき、耐倒伏性を増減させる領域を置き換えた材料を開発することによ り、その効

果の研究に活用できる。

2. lつの集団での成果であり 、他集団での反復が望まれる。

3. 稗長が耐倒伏性に与える影響は大き いので、稗長をそろえた材料を開発し、更に解析を進める必要が

ある 。

［具体的データ］

表 1 1到伏程度及び押し倒し抵抗値と
各形質の相関係数

2003 
倒伏抵抗
程度値
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押し倒し抵抗値 0.06 1 
抵抗値／地上部重ー0.390.38 
秤長 0.41 0.40 
重心高 0.47 0.33 
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根重 ー0.050.25 
根数 0.12 0.36 
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Tm foS OTL ln<oN,1 
Ch,o 

LOO Vori,o Adortivo =so 
""" "ヽ Eff≪t~ 

l!!I場倒伏程度 olS CIJ14B-GA216 
C295-RG451 

UA C2155-Cl6 
&ill_ -
PRF RG650-CTJ69 
oPH 02132-0192 

Cl6・CT221 
重心高 心CH C51J-G271 

02132-0192 
Cl6-CT221 

桟数 oPN Y8007R℃ TJ88 
CT206-CT404 

筏周長 qPP -
茎直径 oCT RGJ22-RG520 

Gl22-G1314B 
印上郎胃 qSFW -
到復日数 oHD G200-C2J5 

ROBBS-GA姻
0148-RG41J 

水上 RT平 oRTR CT87-Gl234 
粒I& CIJ14B-GA216 

柑甲 qROW RG46J-G 148 
揖粒 qNR 0148-RG41J 
根屑径 qRT -
最長岨長 oMRL GA"'6-C949 

C746-<lA5(,; 
出液遠度 qSR 02心—c,い 3 

0148-RG413 12 
出液速度I採 q叩 P CT234-Gl75 J 

GASOS-0249 J 
恨呼汲活笠 oRA 02心 GIい 3 

co,,-cお6A 9 

6 198 2l2 -<l.8257 
9 2.1 11.4 -<l.5746 
10 rn 11.1 2● 117 

221 I a, -0.6695 
'23 15.3 12854 

10 2.9 ,a9 11.189 
4 233 ,,.'7359 
8 265 12) 3.9774 
10 245 11.9 3.5061 
2 2.32 II 27096 
< '°'15.1 -2.99●I 

t06'・'--0.0441 
ts, ,., --0.0519 

6 253 14 -7.5291 
6 283 24.1 9.9672 
12 
2 

2.15 "-'6.5854 
27 14.5 -1.5446 

6 218 19.5 1.8041 
12 221 11.7 0.4693 

12 l53 11. 7'"" 

l25 21,4 -5.2167 
2.22 ll2 -•.2167 
t76 21.9 0,0481 
,., 16 -<l.0411 

tl9'" -<l.6496 
tlZ llZ Q621J 
tas "・'Q3004 
9、57 "'-<l.2'81 

，
 

，
 

叫

7

1
 `
 

In

笠
h
-

↑ニ―
-
h
-

――

c

c

o
o
o
o
o
o
 

0

、

（
 

9

9

 .
.
.
 7
,
"
"
•
R
.

。
"
＂

"
2

，
 

9

9

 

t
 

Che. 2 

°'"・<ヽ>Q Iヽ●'"

Ch,. 3 Ch,. 4 Ch,. 5 

o ;.c(•'Q ""''『 o;.,.(,,Qへ9叫 u o;.,.(,,Q M•ku 

n "'" n 写ー .... 

ーピ
Che. 8 Ch,. 9 Clw. 10 Cltr. II Ch.-.12 

n;,q,,n Mukn n;.,. (,,n M• 如 , n;.,.c,,nヽlukn Di>O.(Cヽl)M叫 .. o, ... c,,n ,,.,, ●9 

""" "" 

国
；吋丑罰g

一IncreaseLodging Tolerance 

匹 DecreaseLodging Tolerance 

図 1 倒伏との関係で色分けされた QTLの分布
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［その他］

研究 課題 ：多収関与要因の解析と安定多収栽培技術の開発

予算区 分 ：国際プロ〔中国食料資源〕

研究期間 ：2003年度 (2002~ 2003年度）

研究担当者 ：藤本寛、飛田哲、 銭前、 呉偉明、 曾大力 、董国軍、郭龍彪 （中国水稲研究所）
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